
平成１８年度「児童虐待防止推進月間」標語募集実施要綱 

 

 １．趣  旨  

  地域の子育て機能の低下などを背景とした養育力の不足している家庭の増加など

が要因となって、児童虐待に関する相談対応件数は増加しており、その内容も専門

的な援助を必要とするケースが増えています。特に子どもの生命が奪われるなど重

大な事件も後を絶たない状況において、児童虐待問題は依然として社会全体で早急

に解決すべき重要な課題となっています。 

  児童虐待は、子どもの心身の発達及び人格の形成に重大な影響を与えるとともに、

虐待を経験した者が親になった時に虐待を再現してしまう世代間連鎖を引き起こ

す場合もあるなど、子どもの一生涯、さらには世代を超えて深刻な影響をもたらす

ことが指摘されていることから、虐待の発生予防、早期発見・早期対応から虐待を

受けた子どもの自立に至るまでの切れ目のない総合的な支援が必要です。 

  このため、平成１６年度に児童虐待防止法及び児童福祉法が改正され、児童相談

に関する体制の整備などを図ることとし、さらに、「子ども・子育て応援プラン」

や「新しい少子化対策について」に基づき、児童虐待死の撲滅を目指して、児童虐

待防止対策の充実強化に向けた各般にわたる取組を推進することとしています。 

  また、こうした状況を踏まえ、平成１６年度から児童虐待防止法が施行された  

１１月を「児童虐待防止推進月間」と位置づけ、児童虐待問題に対する社会的関心

の喚起を図るため、その期間中、集中的な広報・啓発活動を実施することとしてい

ます。この児童虐待防止推進月間の取組の一つとして、国民一人ひとりが児童虐待

問題についての理解をより一層深め、主体的な関わりをもっていただくための意識

啓発を図ることを目的として、標語の公募を行うことといたします。 

 

 

 ２．募集内容  

(１) テ ー マ 

   上記１の趣旨を簡潔に表現していて、児童虐待問題に関する国民一人ひとりの

意識啓発に資するにふさわしい標語 

 (２) 応募資格 

   特に制限はありません。どなたでも応募できます。 

 (３) 応募方法 

○電子メールの場合 

 jidousoudannetwork@mhlw.go.jpまでお寄せください。 

 メールの題名は「児童虐待防止推進月間に関する標語募集」としてくだ

さい。 



 ファイルを添付する場合は、Word（2003 年版又はこれ以前のバージョ

ン）、一太郎（バージョン2005又はこれ以前のバージョン）又はテキス

ト形式のいずれかによりお願いいたします。 

 １人１作品の応募に限ります。 

 作品のほか、郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢、性別、職業（会

社員、専業主婦、大学生等）について記入してください。 

○郵送（はがき）の場合 

〒100-8916 

東京都千代田区霞が関１－２－２ 

 厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課虐待防止対策室 

 児童虐待防止推進月間に関する標語募集担当 宛 

 １人１作品の応募に限ります。 

 作品のほか、郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢、性別、職業（会

社員、専業主婦、大学生等）について記入してください。 

※ FAX、電話による応募はお受けできかねますので、あらかじめご了承くだ

さい。 

 (４) 応募上の注意 

   ご自身で創作した未発表の作品に限ります。 

なお、応募作品は、返却いたしません。 

 (５) 著 作 権 

   著作権は、主催者に帰属します。 

 

（参考）過去の標語（平成１７年度より募集） 

    平成１７年度  気づいたら 支えて 知らせて 見守って 

 

 ３．応募締め切り  

  平成１８年８月２５日（金）必着。郵送の場合は、当日消印有効とします。 

 

 ４．選定方法  

  主催者による選定委員会において、１作品を最優秀作（厚生労働大臣賞）として

選定します。 

 

 ５．発  表  

  最優秀作は、平成１８年９月以降に本人に通知するほか、厚生労働省ＨＰ等で発

表します。 

 



 ６．表  彰  

  平成１８年１１月に開催予定の「児童虐待防止推進全国フォーラム in しずおか

（仮称）」(開催場所：静岡県静岡市)において、賞状を授与します。 

 

 ７．標語の活用  

  今回の募集により選定された標語（最優秀作）は、平成１８年度児童虐待防止推

進月間における全国各地で実施される広報・啓発活動等において幅広く活用します。 

 

 ８．主 催 者  

  厚生労働省 

 

 ９．事 務 局  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課虐待防止対策室 

   ＴＥＬ ０３－３５９５－２１６６ ＦＡＸ ０３－３５９５－２６６８ 
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子ども問題は、児童虐待をふくめて、ある限られた専門家のみでは解決されません。多分野横断的な機関の協働を機軸に社会全体が連携することにより、現状を越えて一歩でも二歩でも前進していくという認識が必要です。今年の公開講座は、一つは脳科学の立場から子どもの発達を捉え、もう一つは子どもの育ちを支える住環境を考えます。両者は一見距離のある分野に思われますが、「子ども」に視座をおいたとき、極めて密接に関わる分野であることに気づかれると思います。この研修が、「子ども」を総合的に捉える眼差しを磨いていく契機となることを願っております。

日　時　：　11月17日（金）９：３０～１４：４０

会　場　:　子どもの虹情報研修センター　大研修室


主　催　：　子どもの虹情報研修センター


参加費　：　無料！！

※　昼食については、各自ご用意下さい。なお近くに飲食店、コンビニ等はございません。


講　師

榊原　洋一（お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター）


　　　　東京大学医学部を卒業後、小児科に入局。1990年から東京大学講師。2004年からお茶の水女子大学子ども発達教育研究センター教授。専門は小児神経学、発達神経学。「子どもの脳の発達　臨界期・敏感期」（講談社＋α新書）等著書多数。

仙田　満（（株）環境デザイン研究所）


東京工業大学理工学部建築学科卒業後、環境デザイン研究所を創設。1992年から東京工業大学工学部教授。2001年から2003年まで日本建築学会会長を務める。2006年から日本建築家協会会長。「子どもと遊び」（岩波書店）等著書多数。

小林　登（子どもの虹情報研修センター）


　　　　東京大学医学部を卒業。医学博士。アメリカ、イギリス留学後、1970年東京大学医学部教授。1987年国立小児病院院長。日本小児科学会理事、国際小児科学会会長等を務める。チャイルドリサーチネット所長、子どもの虹情報研修センター所長、東京大学名誉教授、国立小児病院名誉院長。

プログラム
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申し込み


裏面の申込用紙にご記入の上FAXにて


お申し込み下さい。


FAX番号：０４５－８７１－８０９１


アクセス


ＪＲ戸塚駅西口バスセンター（西口より徒歩5分）


2番乗り場「汲沢・立場ターミナル」行　


桜陽高校前下車　　徒歩3分（右図参照）


※　駐車場のスペースがございませんので、公共交通機


関をご利用下さい。


問い合わせ先


〒245－0062　横浜市戸塚区汲沢町983


子どもの虹情報研修センター　研修部


TEL：045－871－8011
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【公開講座３】
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子どもが育つ住環境が心身の発達に及ぼす影



響は、極めて大きい。建築、設計家の立場から



児童虐待の防止につながるような子どもの健



康な育ちを支える住環境について学ぶ。�
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【公開講座２】







子どもの脳の発達�





榊原　洋一



（お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター）�

子どもの脳の発達を理解し、脳の発達に及ぼす諸要因について、脳科学の立場から現在到達している知見を学び、児童虐待など乳幼児期の環境が脳発達に及ぼす影響等について理解を深める。�
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今、子ども問題の解決には何が必要か



－「子ども学」の発想－�





小林　登



（子どもの虹情報研修センター）�





子ども問題は、児童虐待をふくめて、ある限られた専門家のみでは解決されない。学際的、環学的な立場から考える「子ども学」の発想が必要である。�
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